２　自動車
明治～昭和初期ま
　明治１９年６月山陰道が完成し、次第に道路が整備されてくるにつれて、それまでもっぱら歩くことしか考
での県内自動車
えなかった人々も人力車・自転車・自動車を利用する人が次第に多くなってきた。自転車は明治３０年代に鳥取県内にはいったといわれ、４４年の県統計表には１,８５３台の保有が記録されている。自動車が県内にはじめて登場したのは、明治４５年米子の吉成藤太郎・柳楽熊造・岩宮金太郎の３人が発起してはじめた米子―法勝寺のバスだった。このバスは６人乗りのホロ馬車で、値段は２,０００円（米１升２０銭）もしたといわれる。これに刺激されて大正２年には米子―根雨を走る米子自動車が設立されたり、大正６年になると鳥取市に山陰自動車（のち鳥取自動車）が設立された。これが現在の日ノ丸自動車の母体である。
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　郡部でも大正末期から昭和初期にかけ、中小自動車会社がつぎつぎと生まれた。このうち中部地方では、山陰自動車の支店が倉吉に始めてできたが、営業不振のためか間もなく廃止となった。その後金線自動車を金田秀平（倉吉～穴鴨～三朝）、白線自動車を石川林治郎（上井～倉吉～泊）、三朝村営自動車（上井～三朝）、関金自動車（倉吉～山守）などができたが、とくに金線と白線の競争は激しく、そのなかに政治も入りくんで激烈なものであった。そうするうちに白線は金線へ合併し中部では金線自動車が伸びてこの地方も金線自動車の路線となった。
この地方の自動車
　橋津には金線自動車が開設する以前の大正１０年ごろ、遠道村長の提案で有志から資金を調達し、橋津―上
の発達
井間の乗合馬車を運行していた。この乗合馬車を扱うEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぎょ),馭)車は、軍隊で馬の取扱いに熟練していた関本常蔵、井手尾信蔵の両名があたり、プープーとラッパを吹きながらガタガタ道を走りお客を運んでいたといわれる。その後大正１３年、橋津村は金線自動車金田秀平社長に働きかけ、倉吉―橋津間の自動車運行実現に成功し、沿道住民は文明の恩恵を受けたといわれる。

　金線自動車による上井―橋津間の定期自動車が開設されたあと、昭和５年には宇谷の八木弥太郎によって橋津―泊間の自動車運行が始められた。八木寿男の話しでは、自動車はシボレーの６人乗りぐらいの車で、長瀬の梅田政春、泊村の米村さんによって運転され、町内の停留所は橋津の奥田を始発して、羽合勝太郎前、武田孝一前、宇野の水野前だった。

　こうして昭和初期には小中自動車業者は２０数社をかぞえたが、しかしこの運営には民政・政友の政治と、それに結託した紛争がいたるところに起き、会社の運営は苦しかった。ちなみに当時の乗車賃は倉吉―由良間が６０銭、倉吉―橋津もそれくらいであった（米１升３０銭～３５銭＝当時の金線自動車運転手であった上井の森田軍治郎談）が現在の運賃から考えてみればずい分高い乗車賃であったことがうかがえる。

日ノ丸自動車の創
　当時県会議長だった米原幸三は、これら群少業者の一本化にのりだし、昭和５年７月東部の８業者が合併し
立
て「日ノ丸自動車」を創立した。さらに日ノ丸自動車は昭和８年、９年、１０年、１１年と、ほぼ全県の自動車会社１５社を統合し、車両１９０台（内ハイヤー６２台）従業員３５３人の大自動車会社となった。この間に日ノ丸自動車に合併した業者は１５社に及んだ。その後タクシーを専業とした井上自動車が上井にできたが、結局これも日ノ丸に吸収されて現在のハイヤー部の前身となった。

日ノ丸自動車はその後も残った業者を合併して行きながら、全県に路線を拡充していった。この地方に日ノ丸バスが運行しだしたのは、昭和１１年１１月に倉吉支店が設置される前の１０年８月３日（宇野村誌による）に開通されている。

　当時のバスは今のバスからみれば型も設備も幼稚なものであったが、しかし村人はバスの通るのが珍しく子供たちはバスの姿をみるごとに両手を上げて万才を連発する風景が各地にみられた。停留所も倉吉―上井―田後―長瀬―橋津と各１個所で停留所でなくても手を上げればどこでも止まったり、ちょっとした顔役になればしばらくバスを待たせておくといった悠長なものだった。
日本交通バスの進
　このようにバスといえば日ノ丸バスと決まっていた鳥取県下の独占事業に対抗し、昭和２７年３月４日サワ
出
タクバスが設立された。当初は鳥取県東部の路線しか運行していなかったが、３４年９月中部に進出し赤碕、関金、三朝、鳥取（松崎経由）の各線を開通した。さらに羽合町方面からの熱望もあって、３８年１２月１６日橋津線が開通され、もっぱらバスに頼っている羽合町では、日ノ丸バスと日交バス（旧サワバス）の両線運行によって非常に便利になった。

自家用車に押され
　遠距離旅行はおおむね汽車を利用するのが普通であったが、近年国道９号線をはじめ道路事情の整備によっ
るバス利用
て自動車の進出はめざましくなり、バス会社も長距離バスの運行が計画されはじめた。まず日ノ丸バスでは４１年３月１５日に鳥取～米子間の急行バスを、続いて日本交通でも４１年５月１日に倉吉、松崎経由の鳥取―米子急行バスを開通させた。また大阪方面への長距離運行もほとんど同時に運行され始めた。これによって人々の足は一層便利となり、とくに汽車の無い町民の足はほとんどバス利用で占め、従来の交通機関利用の方向に大きな変化をもたらした。

　しかし近年自家用車の保有状況は急激に増加し、勤務者の足は自家用車にだんだん傾きつつあり、バス会社の経営にも大きく影響を及ぼしているのが現状である。


　現在のバス料金は前記のとおりであるが、近年バス料金の改定は大巾な値上げが行われていて、会社経営の苦しさをうかがわせている。
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